




２０２５年２月①週案【２／３～２／８】 ５歳児 山の組・海の組  担任 佐藤 寛子・田村 郁・戸田 実穂  お茶の水女子大学附属幼稚園 

前週の子どもたちの姿から 環境の構成・教師のかかわり 

 

＊週のねらい 

〇友達と互いの思いや考えに耳を傾け合い、イメージを重ねなが
ら、遊びや生活を進める 

○いろいろなことに興味をもち、挑戦しようとする

○友達と互いの思いや考えに耳を傾け合い、イメージを重ねながら、遊びや生活を進められるように

・一人ひとりがやりたいことを表現する姿を受け止め、実現するように支えることで、個々の充実が友達と関わる原動力に繋がるようにする。

・互いの思いや考え、イメージなどを伝え合い、認め合えるような雰囲気や関係性が生まれるように援助する。

・遊びを通して、年少・年中児と出会い、楽しませたり、喜ばせたりすることが、子どもたちの自信となっていくよう支える。

・冬の季節を五感を通して味わえるよう、子どもたちの発見を共感的に受け止め、教師もともに楽しむ（霜柱探し、花壇の水やり、モルモットの餌さがしなど）。

・手洗いや身支度、ものの管理、遊具の扱いなど、一人ひとりの様子を再確認し、見通しをもった丁寧な生活が送れるよう配慮する。

・クラスや学年の仲間と過ごす嬉しさや心地よさを味わえるよう、ゲームや歌、感じたこと考えていること等を語り合うなど、降園前の集まりの持ち方を工夫する。

遊戯室 ・大型積み木やキングブロックを使って、友達と力を合わせて構成することを楽しみながら、つながりを深めていけるよう支える。
・年中児と関わり合いながら、遊戯室で楽しく遊ぶ中で、空間の使い方や片付けなど、一緒に取り組んでいかれるようにする。

アトリエ・写し絵を楽しんでいる子どもたちが、自分の描いた作品を映して楽しめるように、OHP、OHPシート、スクリーンなどを用意する。
・光と影の関係に興味を持って動き始めた子どもたちの発見や気付きを受けとめ、遊びが深まり、関わりが広がっていくように援助する。

こどものおうち ・友達とやりとりしながら、イメージ豊かに遊ぶことが出来るよう支える。ここで遊びたい人が心地よく遊べるように場を整えたり、時間を見て、片付けを始めた
りなど、子どもたちが自分たちでこの場所を管理しながら遊びを進めていくことが出来るように促す。

節分・豆まき ・節分は、邪気（災害や病気など）を払い、無病息災でいられるよう豆まきをする、ということを伝え、鬼役や、お囃子、豆箱配りなど、子どもたちが考え、用意し

た今年の豆まきを充分に楽しめるように援助する。また、年少児、年中児が安心して豆まきを楽しめるよう、他学年の教師と連携して支える。

○いろいろなことに興味を示し、挑戦しようとする気持ちがもてるように。

・じっくり遊び込み、達成感や充実感を味わうことができるように支え、一人ひとりの自信につながっていくようにする。

・やってみようと動き出した子ども同士が、根気よく続けたり、刺激を受け合ったりできるような雰囲気づくりを工夫し、教師もともに取り組みながら支えていく。

・やってみたい気持ちをなかなか表せないでいる子どもには、機会を捉えて声をかけたり、一歩踏み出せるよう後押ししたりする。

投げゴマ・竹馬・大縄跳びなど 安全に、じっくり取り組める環境を整え、子どもたち同士が、コツを伝え合ったり、励まし合ったりしながら、「やってみよう」と心を動かし挑戦
することができるよう支える。出来るようになった嬉しさに共感し、自信につながっていくよう教師もともに楽しんで関わる。 

ドッジボール・靴とり・サッカー・リレーなど いろいろな友達と身体を動かして遊ぶ中で、関わりがより豊かになっていくよう、教師もともに動き、子ども達のやりたい気持ちや
遊びが続くよう援助する。 

３日（月） ４日（火） ５日（水） ６日（木） ７日（金）  

9:00登園・身支度 
遊びや生活を進める 
＊豆まき準備 遊戯室にて 

10:30 豆まき 

11:00片付け 
ﾄｲﾚ、手洗い
11:30弁当

片付け・食休み 

遊びや生活を進める 

12:45片付け、トイレ 
 手洗い、水分補給 

13:10 集まり  
 身支度 

13:30 降園 

9:00 登園・身支度 
遊びや生活を進める 

 
 
 

10:45 片付け 
トイレ、手洗い
弁当準備

11:30 弁当 
 片付け・食休み 

遊びや生活を進める 

12:45 片付け、トイレ 
手洗い、水分補給 

13:10 集まり 
身支度 

13:30 降園 

9:00 登園・身支度 
遊びや生活を進める 

 
 
 

10:40 片付け、トイレ 
手洗い、水分補給 

11:10 集まり 
身支度 

11:30 降園 

9:00 登園・身支度 
遊びや生活を進める 

10:45 片付け 
トイレ、手洗い
弁当準備

11:30 弁当 
 片付け・食休み 

遊びや生活を進める 

12:45 片付け、トイレ 
手洗い、水分補給 

13:10 集まり 
 身支度 

13:30 降園 

＜公開保育研究会＞ 
9:00 登園・身支度 
遊びや生活を進める 

10:40 片付け、トイレ 
手洗い、水分補給 

11:10 集まり 
身支度（外靴持ち帰り） 

11:30 降園 

横井先生 参観・打合せ 前日準備 学年別研究協議会・全体会 

絵本・紙芝居：季節に関する話（冬、氷など）、長めのお話 など 

歌：「カレンダーマーチ」「ともだちになるために」「にじのむこうに」 ｵﾘｼﾞﾅﾙ曲「しあわせのリース」「みんなのゆめ」 など 

ゲーム：ジャンケン列車、猛獣狩りに行こう、ハンカチ落とし、ジェスチャーゲーム など 

ひと（自分・友達）とのかかわり 
・登園するとすぐに園庭に出かけ、ドッジボール、靴取りなど連日大勢で楽しん

だ。体を動かすことで、寒さも忘れ、友達とほどよい距離感で遊ぶ心地よさを感

じているようだった。

・「自分たちでつくった歌を歌おうよ」という声が上がった。「まずは題名から」とい

うことで、早速にU児が「しあわせのリースはどうかな？」とクラスのみんなに提案

し、翌日、歌詞を書き始めた。教師と一緒に曲をつけて歌ってみた。隣のクラス

の A 児も「みんなのゆめ」という歌を作った。子どもたちがつくりだす歌が面白

く、いろいろ感じ、考えていることが伝わってきて興味深い。

・気の合う友達との関わりでは、時折言葉がきつくなってしまい、気持ちがすれ違

うこともあり、浮かない表情で佇む姿が見られた。それでも、子どもたち同士で解

決し、遊び続ける様子もあり、教師も相談に乗りつつ、見守っている。

ものとの関わり 
・月曜日には、佐世保ゴマを見せていただいた。子どもたちが持っている投げゴ

マとは、形状も、回し方も、回り方も異なっていて、興味のある子どもたちが三々

五々集まり、回してみたいと挑戦した。回っている時の模様の出方が肉眼とカメ

ラのレンズを通して見るのとでは異なることも教えていただき、その不思議さ、面

白さに心引かれる姿も見られた。

・大縄飛びや竹馬に挑戦している子どもたちも多い。回っている縄のリズムを感

じながら、跳ぶ気持ち良さや、バランスを感じながら竹馬に乗って園庭の坂道

や階段の上り下りにも挑戦している。

・図鑑を見ながら、新聞紙とビニールテープで、細部にこだわった昆虫や動物を

つくったり、ﾄﾚｰｼﾝｸﾞﾍﾟｰﾊﾟｰで絵を写して描き、ｵﾘｼﾞﾅﾙの図鑑をつくったりする

遊びには、継続して取り組んでいる。

こととの関わり 
・親子体操・・・心配していたひろみちおにいさんが、元気な姿で現れて、ホッとし

た様子の子どもたちと保護者だった。ひろみちさんのお話があたたかく、自然な

笑顔がたくさん見られ、親子で触れあい、気持ちよく体を動かす時間になった。

・節分に向けて･･･興味のある人からアトリエで鬼づくりや、豆箱づくりを始めた。

金曜日には、遊戯室に集まり、今年の豆まきについて相談。「まだつくっていな

いけど、どうしよう？」と不安な様子の子どもたちもあったが、太鼓を叩く人、豆

箱を配る人、豆のまき方を伝える人などなど、豆まきには、いろいろな役割があ

りそうだということを確認し、何ができそうかと考えてくることにした。最後にみん

なで「泣いた赤鬼」のスライドを鑑賞。子どもたちにとって「鬼」とはどんなイメー

ジなのか、一緒に考える機会にしたい。

・好きなところでお弁当･･･ここのところ、お弁当は好きな場所で食べることにして

いるが、一人で落ち着いて食べようとする人、好きな工事車両の見える土管の

山で食べる人、子どものうちやアトリエ、誘い合わせて遊戯室など、自分たちで

場やメンバーを考える姿が見られた。準備や片付けに時間を要した人たちもだ

いぶ自分でやろうとする姿が見られるようになってきた。

園庭／リレー・ドッジボール・サッカー・靴とり・縄遊び・竹馬・砂場・モルモットのお世話 など 
保育室・廊下・アトリエ／製作・ごっこ遊び・コマ回し・お店屋さん・電車・OHPを使った影絵 など 
遊戯室・コート室／大型積木・キングブロック・フラフープ・ショー・劇 など
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